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■文化団体アンケート結果速報【260528 時点】 

 

（１）団体の活動について 

 

6（2.49%）

16（6.64%）

39（16.18%）

73（30.29%）

107（44.40%）

0 20 40 60 80 100 120

地域団体

その他

社会貢献活動を行う団体

文化芸術を創造・発信することを目的として活動する団体

趣味や関心を同じくする人が活動する団体

①団体の組織形態【MA】

1（0.63%）

1（0.63%）

1（0.63%）

2（1.26%）

2（1.26%）

2（1.26%）

2（1.26%）

2（1.26%）

3（1.89%）

3（1.89%）

3（1.89%）

4（2.52%）

4（2.52%）

5（3.14%）

6（3.77%）

6（3.77%）

6（3.77%）

6（3.77%）

7（4.40%）

7（4.40%）

8（5.03%）

8（5.03%）

8（5.03%）

10（6.29%）

12（7.55%）

13（8.18%）

13（8.18%）

14（8.81%）

0 5 10 15

狂言

着付け

ポップス・ロック・バンド活動

社交ダンス・フォークダンス

地域ボランティア

囲碁・将棋・麻雀

福祉活動・支援

陶芸・工芸

クラシックバレエ

その他勉強会・講習会

運動・体操・スポーツ

絵画

その他読書・研究等

写真

その他楽器

園芸・盆栽

地域民俗芸能

能

日本舞踊

演劇

短歌・俳句・川柳

オーケストラ・吹奏楽・室内楽

民謡・詩吟

合唱・声楽

琴・三味線・尺八・二胡

書道・華道・茶道

タップダンス・ジャズダンス・ヒップホップ等

その他

②団体の分野【SA】

※その他の主な内訳 

・レクリエーション 

・映画、映像 

・常磐津 

・漢詩作詩 

・国際交流 など 



Theatre Workshop 

2 

 

 

（２）練習・稽古・創作・会議などの日常的な利用について 

 

20（12.58%）

23（14.47%）

34（21.38%）

36（22.64%）

46（28.93%）

0 10 20 30 40 50

月に２日程度活動している

その他

週に１日程度活動している

月に１日程度活動している

週に２日以上活動している

⑤活動の頻度【SA】

976

2456

2862

3883

5431

合計 / 10.「25～39歳」の会員数

合計 / 8.「0～14歳」の会員数

合計 / 11.「40～64歳」の会員数

合計 / 9.「15～24歳」の会員数

合計 / 12.「65歳以上」の会員数

0 1000 2000 3000 4000 5000 6000

③年齢ごとの会員数（人）

一年中活動している 126

82%

活動は不定期である 16

10%

時期を限定して活動している 12

8%

④活動の時期【SA】

※その他の主な内訳 

  年に１～２回／不定期 

 ／イベントの予定があるとき 

【年齢ごとの会員数】 

年齢ごとの会員数については「65 歳以上」の会員が最も多く、 「24歳以下」の若い世代も 4割を

占めている。一方で、「25～39 歳」の会員数は相対的に少なく子育て・就労世代の参加が課題であ

ることが読み取れる。 

【活動の時期・頻度】 

「一年中活動している」団体が大多数を占め、定期的・継続的な活動が主流であると読み取れる。一

方で、「不定期」、「時期を限定」の活動も一定数存在し、公演・展示期間を中心とした活動や季節・行事

に合わせた活動を行う団体の存在がうかがえる。活動頻度では「週 2 日以上」が最も多く、「週 1 日以

上」と合わせて考えると、日常的に活動している団体が多い。 
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3（1.94%）

17（10.97%）

27（17.42%）

27（17.42%）

33（21.29%）

48（30.97%）

21人～25人

16人～20人

26人以上

11人～15人

5人以下

6人～10人

0 10 20 30 40 50 60

⑥活動への一回当たりの参加人数【SA】

ある 110

73%

ない 41

27%

⑦他の団体との交流有無【SA】

【活動への一回当たりの参加人数】 

活動一回あたりの参加人数は「6 人～10 人」、「５人以下」が多い結果となり、10 人以下の少人数で

の活動が多いことが分かる。 

 

【他団体との交流】 

７割以上の団体が「交流がある」と回答しており、交流内容としては、「市・県の合同行事」や「公演・

発表・展示」など、イベントの場でのつながりが多い。一方で「メンバー同士の交流や情報交換」「練習・

稽古・生涯学習活動」などの日常的なつながりも次いで多くなっている。 

「交流がない」理由としては、「機会や場所がない」「情報がない」といった回答が目立ち、交流ニーズ

はあるが環境が整っていない状況が示唆される。 

10（4.90%）

40（19.61%）

51（25.00%）

51（25.00%）

52（25.49%）

0 20 40 60

一緒に作品などを製作する

一緒に練習・稽古・生涯学習の活動を行う

公演・発表・展示などを共同開催する

メンバー同士の交流や情報交換がある

市・県の合同行事などに参加する

⑧「ある」場合の交流内容【MA】

7（16.67%）

11（26.19%）

24（57.14%）

0 10 20 30

他の団体の情報がない

交流を行う必要がない

交流を行う機会や場所がない

⑨交流が「ない」場合の理由【MA】
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10（2.63%）

11（2.89%）

12（3.16%）

12（3.16%）

12（3.16%）

14（3.68%）

21（5.53%）

23（6.05%）

24（6.32%）

28（7.37%）

30（7.89%）

31（8.16%）

31（8.16%）

33（8.68%）

36（9.47%）

52（13.68%）

0 10 20 30 40 50 60

愛媛県美術館

愛媛県生涯学習センター

伊予市文化交流センター(IYO夢みらい館)

その他市内県立施設

松山市総合福祉センター

愛媛県男女共同参画センター

その他市内公共施設

愛媛県生活文化センター

松山市男女共同参画推進センター

愛媛県県民文化会館

個人スタジオ・稽古場

その他民間施設

松山市総合コミュニティセンター

市内公民館

個人宅

松山市民会館

⑩活動場所で使用している主な場所【MA】

※値10以上の施設のみ抽出

【活動で使用している主な場所】 

「松山市民会館」が最も多く、「市内公民館」、「松山市総合コミュニティセンター」を合わせると、市が

設置した公共施設利用が多い傾向にある。「個人宅」、「個人スタジオ・稽古場」も次いで多く、各団体が

身近な場所で日常的に文化芸術活動を行っていると推察できる。 

１つの施設に集中しすぎず、「その他民間施設」や「愛媛県県民文化会館」も多く利用されている。 
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4

2

7

5

11

1

3

1

1

5

12

2

4

3

1

5

2

2

1

1

1

4

4

2

5

2

3

2

4

1

2

2

1

2

1

3

4

3

1

1

3

2

1

1

1

5

1

1

1

2

1

1

3

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

愛媛県美術館

愛媛県生涯学習センター

伊予市文化交流センター(IYO夢みらい館)

その他市内県立施設

松山市総合福祉センター

愛媛県男女共同参画センター

その他市内公共施設

愛媛県生活文化センター

松山市男女共同参画推進センター

愛媛県県民文化会館

個人スタジオ・稽古場

その他民間施設

松山市総合コミュニティセンター

市内公民館

個人宅

松山市民会館

⑩’活動場所で使用している主な場所【MA】＜ジャンル内訳＞

※値10以上の施設のみ抽出

音楽 生活文化 伝統芸能・民俗芸能

舞踊 文学・歴史 演劇

美術・工芸 その他 映画・映像

【団体分野×活動で使用している主な場所】 

音楽団体の母数が多いこともあり、全体的に音楽利用の割合が多い傾向にあるが、「松山市民会

館」では「伝統芸能・民族芸能」の利用が多いことがうかがえる。 

一方で、「舞踊」は「個人スタジオ・稽古場」での利用が多いことが読み取れる。「市内公民館」や「松山

市総合コミュニティセンター」は各分野に横断的に利用されている。 
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（３）発表・公演・展示などのイベント利用について 

【直近3 年間に主催又は参加・発表した公演等の会場】 

公演等の会場では、「松山市民会館」の利用件数が突出していることから、市内の発表・公演におい

て、中核的拠点として機能していることが読み取れる。「愛媛県民文化会館」、「松山市総合コミュニテ

ィセンター」、「松山市男女共同参画推進センター」も一定数の利用があり、規模や内容に応じた会場選

択が行われていると考えられ、多様な公演ニーズに対応する施設配置が形成されていると捉えること

ができる。 

 

6（1.49%）

7（1.74%）

15（3.72%）

21（5.21%）

24（5.96%）

25（6.20%）

26（6.45%）

65（16.13%）

66（16.38%）

71（17.62%）

77（19.11%）

0 20 40 60 80 100

音響・照明の舞台スタッフによるサポートが充実している

施設の開館時間が活動に適している

施設の性能（音響等）が良い・防音仕様となっている

利用の手続きが簡単である

設備・備品が整っている

電車やバスなどの公共交通機関で行きやすい

予約が取りやすい

場所の広さが活動に適している

駐車場・駐輪場が十分ある

使用料が安い

立地が良くメンバーが集まりやすい

⑪活動場所について重視していること【MA】

5（2.25%）

5（2.25%）

5（2.25%）

5（2.25%）

5（2.25%）

6（2.70%）

7（3.15%）

8（3.60%）

15（6.76%）

24（10.81%）

29（13.06%）

108（48.65%）

0 20 40 60 80 100 120

松山市北条市民会館

松山市総合福祉センター

砥部町文化会館

シアターねこ

萬翠荘

フジグラン松山ギャラリー

愛媛県美術館

IYO夢みらい館

松山市男女共同参画推進センター

松山市総合コミュニティセンター

愛媛県民文化会館

松山市民会館

⑫直近３年間、主催または参加した発表・公演等の会場【MA】

※値５以上の施設のみ抽出
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【団体分野×公演等の会場】 

分野の内訳を見ると、「松山市民会館」は「音楽」、「舞踊」、「伝統芸能・民俗芸能」など多様なジャン

ルで利用が多く、大・中・小ホールを有する施設特性が強みとして表れている。 

一方で、「美術・工芸」や「演劇」などの利用は限定的であり、それを補完する形で「フジグラン松山ギ

ャラリー」といった専門施設が機能している。 

1

1

3

3

1

5

2

9

8

51

4

1

2

1

4

14

18

3

3

30

2

4

2

8

2

1

1

1

5

6

1

1

3

3

2

1

4

6

1 1

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

松山市北条市民会館

松山市総合福祉センター

砥部町文化会館

シアターねこ

萬翠荘

フジグラン松山ギャラリー

愛媛県美術館

IYO夢みらい館

松山市男女共同参画推進センター

松山市総合コミュニティセンター

愛媛県民文化会館

松山市民会館

⑫'直近３年間、主催または参加した発表・公演等の会場【MA】＜ジャンル内訳＞

※値５以上の施設のみ抽出

音楽 舞踊 伝統芸能・民俗芸能 生活文化 演劇 文学・歴史 美術・工芸 映画・映像 その他
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大ホール 37

38%

小ホール 34

34%

中ホール 25

25%

会議室 3

3%

⑬松山市民会館で利用した諸室【MA】

【出演者数・入場者数】 

出演者は「１１～30 人」、「10 人」以下が大多数を占めており、小規模～中規模の発表や公演が多い

ながらも、「１０１人以上」、「81～100 人」も一定数見られることから、大規模な発表・公演まで幅広く

実施されていることが分かる。 

入場者においては「１０１～300人」、「100人以下」が中心であり比較的小規模な発表・公演が多い

ことが読み取れる。一方で「501 人以上」も 25％超を占めることから小～中規模の出演者数ながら、

一定の集客力を持つ発表・公演が行われていると推測できる。 

13（4.04%）

24（7.45%）

38（11.80%）

40（12.42%）

99（30.75%）

108（33.54%）

0 20 40 60 80 100 120

81～100人

51～80人

101人以上

31～50人

10人以下

11～30人

⑭催し物の出演者数・出展者数【SA】

2（0.69%）

2（0.69%）

5（1.72%）

7（2.41%）

8（2.76%）

16（5.52%）

35（12.07%）

36（12.41%）

75（25.86%）

104（35.86%）

0 20 40 60 80 100 120

1,501～1,800人

1,801～2,000人

1,001～1,200人

1,201～1,500人

2,001人以上

801～1,000人

301～500人

501～800人

100人以下

101～300人

⑮催し物の入場者数【SA】
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【団体分野×入場者数】 

 分野別に入場者数規模を見ると、すべての層において「音楽」が中心的な割合を占めており、幅広い

集客規模＝需要があることがうかがえる。一方で「舞踊」、「演劇」は小～中規模層、「伝統芸能・民俗芸

能」、「美術・工芸」、「生活文化」は比較的小規模層に集中しており、分野ごとに適正な集客規模が異な

ることが示唆される。 

5（1.59%）

5（1.59%）

8（2.55%）

10（3.18%）

11（3.50%）

21（6.69%）

25（7.96%）

30（9.55%）

199（63.38%）

0 50 100 150 200 250

300～499円

500～999円

5,000～5,999円

4,000～4,999円

6,000円以上

3,000～3,999円

2,000～2,999円

1,000～1,999円

0～299円

⑯催し物の入場料金【SA】

2

2

2

3

4

5

14

11

27

38

2

3

9

5

7

9

9

1

1

7

5

5

16

1

1

3

13

16

2

1

3

5

6

9

3

6

11

1

7

1

1

1

6

2

2

2

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80% 90% 100%

1,501～1,800人

1,801～2,000人

1,001～1,200人

1,201～1,500人

2,001人以上

801～1,000人

301～500人

501～800人

100人以下

101～300人

⑮'催し物の入場者数【SA】＜ジャンル内訳＞

音楽 舞踊 演劇 伝統芸能・民俗芸能 生活文化 文学・歴史 美術・工芸 その他 映画・映像
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（４）松山市民会館について 

普通 7

35%

使いやすい 7

35%

使いづらい 4

20%

とても使いやすい 2

10%

⑱松山市総合コミュニティセンターの

使いやすさ【SA】

ある 94

61%

ない 61

39%

⑳松山市民会館の利用有無【SA】

とても使いやすい 57

56%使いやすい 35

34%

普通 5

5%

使いづらい 5

5%

⑰松山市民会館の

使いやすさ【SA】

【発表を行う場所について重要視していること】 

重要視する点として「使用料が安い」「立地が良く集まりやすい」が上位を占めており、経済性やアク

セス性といった実用的条件が会場選択に大きく影響していることが分かる。一方で、「施設の性能」や

「舞台や展示スペースの広さ」も同程度に重視されており、利便性だけでなく、公演の質を支える環境

への関心も高い 

2（0.55%）

10（2.73%）

12（3.28%）

17（4.64%）

17（4.64%）

21（5.74%）

23（6.28%）

36（9.84%）

41（11.20%）

41（11.20%）

45（12.30%）

46（12.57%）

55（15.03%）

0 10 20 30 40 50 60

開館時間が適している

利用の手続きが簡単である

予約が取りやすい

搬出入がしやすい

施設スタッフのサポートが充実している

設備・備品が整っている

電車やバスなどの公共交通機関で行きやすい

客席数が適している

駐車場・駐輪場が十分ある

舞台や展示スペ―スの広さが適している

施設の性能（音響、舞台設備等）が良い

立地が良くメンバーが集まりやすい

使用料が安い

⑲発表などを行う場所について、重視していること【MA】

11（4.15%）

18（6.79%）

31（11.70%）

34（12.83%）

36（13.58%）

39（14.72%）

43（16.23%）

53（20.00%）

0 10 20 30 40 50 60

洋室

和室

練習室

会議室

小ホール

リハーサル室

大ホール

中ホール

㉑松山市民会館のどの施設を利用したか【MA】
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10

7

1

2

4

1

2

3

1

2

4

2

1

1

2

1

2

1

1

1

1

1

2

2

1

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

洋室

和室

練習室

会議室

小ホール

リハーサル室（※柱がある方の部屋）

大ホール

中ホール

㉑'松山市民会館のどの施設を利用したか【MA】＜ジャンル内訳＞

音楽 伝統芸能・民俗芸能 舞踊 演劇 生活文化 その他 文学・歴史 美術・工芸 映画・映像

満足している 50

54%

満足していない 42

46%

㉒松山市民会館に満足しているか【SA】

【団体分野×松山市民館の利用諸室】 

 ジャンル別に見ると、「音楽」は「中ホール」、「大ホール」、「リハーサル室」など幅広い施設で利用され

ており、発表から練習まで一体的に活用されていることが分かる。「舞踊」や「伝統芸能」もホール利用

が中心である一方、「演劇」は「小ホール」や「会議室」など比較的小規模な空間での利用が目立つ。 

1（1.19%）

1（1.19%）

1（1.19%）

1（1.19%）

4（4.76%）

13（15.48%）

63（75.00%）

0 10 20 30 40 50 60 70

講演

演奏会、コンクール・コンテスト、会議

舞台鑑賞

句会

会議利用

練習・稽古・創作などの日常的な活動利用

発表・公演・展示利用

㉓松山市民会館での活動内容【SA】
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【代替施設には、どのような役割が必要か】 

代替施設に求める役割として、「市民の文化芸術活動を発表する場」や「文化芸術を鑑賞する場」が

半数以上を占めており、従来の市民会館が担ってきた発表・鑑賞機能の役割を引き継ぐことが強く期

待されていると分かる。一方で、「日常的な文化芸術活動の場」や「コミュニティづくりの場」も一定の

回答があり、非日常の公演機会に加え、日常的に利用できる文化拠点としての役割も求められている

ことがうかがえる。 

 

2（3.92%）

2（3.92%）

3（5.88%）

9（17.65%）

35（68.63%）

0 5 10 15 20 25 30 35 40

週に１日程度利用している

月に２日程度利用している

不定期

月に１日程度利用している

年に1回～2回

㉔松山市民会館の利用頻度【SA】

1（1.01%）

1（1.01%）

2（2.02%）

2（2.02%）

3（3.03%）

4（4.04%）

4（4.04%）

4（4.04%）

6（6.06%）

6（6.06%）

19（19.19%）

21（21.21%）

26（26.26%）

0 5 10 15 20 25 30

使用料は入場料金の加算分が高い

バリアフリーでない

利用の手続きが煩雑である

その他

搬出入がしにくい

施設の性能（音響、舞台設備等）が良くない

利用ルールが活動に適していない

設備・備品が整っていない

場所の広さが活動に適していない

施設構成が活動に適していない

予約が取りにくい

使用料が高い

駐車場・駐輪場が十分でない

㉕松山市民会館に「満足していない」場合の理由【MA】

10（3.92%）

12（4.71%）

12（4.71%）

14（5.49%）

28（10.98%）

30（11.76%）

64（25.10%）

85（33.33%）

0 20 40 60 80 100

文化芸術を支える人材を育成する場

全国・中四国エリア規模の会議・集会に利用できる場

子どもたちが文化に触れる場

文化芸術で社会包摂に寄与する場

気軽に誰もが集える、コミュニティづくりの場

日常的な文化芸術活動を行うための場

文化芸術を鑑賞する場

市民の文化芸術活動を発表する場

㉖代替施設には、どのような役割が必要か【MA】
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1

4

2

3

3

11

24

37

1

2

3

3

11

6

8

8

3

1

1

1

3

12

15

2

1

1

4

3

6

14

2

2

1

3

5

6

3

1

2

1

2

5

4

2

2

3

2

2

3

2

1

2

1

1

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

文化芸術を支える人材を育成する場

全国・中四国エリア規模の会議・集会に利用できる場

子どもたちが文化に触れる場

文化芸術で社会包摂に寄与する場

気軽に誰もが集える、コミュニティづくりの場

日常的な文化芸術活動を行うための場

文化芸術を鑑賞する場

市民の文化芸術活動を発表する場

㉖'代替施設には、どのような役割が必要か【MA】＜ジャンル内訳＞

音楽 生活文化 伝統芸能・民俗芸能

舞踊 文学・歴史 美術・工芸

演劇 その他 映画・映像

【団体分野×代替施設に必要な役割】 

ジャンル内訳を見ると、特に「音楽」において「発表の場」、「鑑賞の場」へのニーズが高く、幅広い活

動段階を支える中核的機能が求められていることが分かる。一方、「生活文化」では「コミュニティづく

りの場」への関心が相対的に高く、分野ごとに求める役割に差が見られる。代替施設には一律の機能

ではなく、分野特性に応じた多様な役割を組み合わせて提供することが重要であると考えられる。 

【代替施設には、どのような機能を持つホールが必要か】 

「音楽」分野の回答者が多いこともあり、「音楽利用に特化したホール」の需要が最も高い結果とな

っている。その上で、「演劇やダンス」や「平土間ホール」も一定数挙げられており、特定分野に限定さ

れない多様な利用ニーズが存在していると読み取れる。特定分野に対応した専門性を確保しつつ、用

途変更が可能な柔軟性を備えたホール機能を併せ持つ施設が求められていると考えられる。 

 

 

19（14.62%）

30（23.08%）

31（23.85%）

50（38.46%）

0 10 20 30 40 50 60

常設の能舞台があるホール

舞台芸術以外の多様なイベントにも対応した平土間ホール

（固定席のないホール）

演劇やダンス利用に特化したホール

音楽利用に特化したホール

㉗代替施設には、どのような機能をもつホールが必要か【MA】
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33

10

4

5

5

1

1

14

5

1

10

1

1

5

2

3

1

4

4

1

2

2

2

1

1

1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

常設の能舞台があるホール

舞台芸術以外の多様なイベントにも対応した平土間ホール

（固定席のないホール）

演劇やダンス利用に特化したホール

音楽利用に特化したホール

㉗'代替施設には、どのような機能をもつホールが必要か【MA】＜ジャンル内訳＞

音楽 伝統芸能・民俗芸能 舞踊

生活文化 文学・歴史 演劇

美術・工芸 その他 映画・映像

【団体分野×代替施設に必要な機能】 

分野の内訳を見ると、分野と求められる機能はおおむね対応関係にあることが分かる。「平土間ホ

ール」は柔軟性が高いことから、「生活文化」や「文学・歴史」を中心に要望が見られる一方、多様な分野

にまたがって一定数の需要があることが読み取れる。 
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1
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2

2

3

3

2

1

4

10

1

1

2

1

1

1

2

3

2

1

1

0 2 4 6 8 10 12 14

1,001～1,200人

1,201～1,400人

1,401～1,600人

～100人

101～300人

1,801～2,000人

501～800人

2,001人以上

801～1,000人

301～500人

㉘「音楽利用に特化したホール」の場合のホール規模【MA】

＜ジャンル内訳＞

音楽 伝統芸能・民俗芸能 舞踊 文学・歴史 美術・工芸 その他 演劇

2

2

2

1

3

3

6

2

5

2

2

1

2

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

1

3

1

1

2

1

2

1

1

2

1

1 1

1

0 2 4 6 8 10 12

～100人

1,401～1,600人

1,201～1,400人

1,801～2,000人

2,001人以上

1,001～1,200人

801～1,000人

501～800人

101～300人

301～500人

㉚「様々な演目に対応した多目的ホール」の場合のホール規模【MA】

＜ジャンル内訳＞

音楽 伝統芸能・民俗芸能 舞踊 文学・歴史 生活文化 美術・工芸 演劇 その他 映画・映像

1

2

2

3

3

3

1

1

1

1

1

1

2

1

1

1

2

1

1

1

1

0 1 2 3 4 5 6 7

1,801～2,000人

1,401～1,600人

2,001人以上

1,201～1,400人

～100人

1,001～1,200人

101～300人

501～800人

301～500人

801～1,000人

㉙「演劇やダンス利用に特化したホール」の場合のホール規模【MA】

＜ジャンル内訳＞

舞踊 伝統芸能・民俗芸能 音楽 演劇 文学・歴史 映画・映像 生活文化
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3

3

1

3

1

2

1

1

1

1

1

1

1

1

1

0 2 4 6 8 10 12

1,201～1,400人

301～500人

501～800人

801～1,000人

～100人

101～300人

㉛「舞台芸術以外の多様なイベントにも対応した平土間ホール」の場合の

ホール規模【MA】＜ジャンル内訳＞

生活文化 演劇 伝統芸能・民俗芸能 文学・歴史 美術・工芸 その他 映画・映像 音楽 舞踊

3

7

1

2

2 1

1

1

0 2 4 6 8 10 12

1,001～1,200人

～100人

301～500人

101～300人

㉜「常設の能舞台があるホール」の場合のホール規模【MA】

＜ジャンル内訳＞

伝統芸能・民俗芸能 音楽 演劇 舞踊 文学・歴史

【各機能に特化したホール】 

各機能別のホール規模を見ると、分野ごとに求められる規模に違いが見られる。「音楽特化」は

301～500 人規模を中心としつつ、801～1,000 人規模にも一定の需要があり、日常的な発表か

ら一定規模の鑑賞まで幅広く対応可能なキャパシティが求められていることが分かる。 

一方、「演劇やダンス特化」、「多目的ホール」は 101～1,000 人規模まで分布が広がっており、 

特定の規模に依存せず、多様な活動を受け入れる機能が求められているといえる。 

また、「平土間ホール」は分野を横断して選択されており、可変性を活かした多用途の利用が前提と

なっていると読み取れる。 

さらに、「能舞台」は 10１～300人規模が中心であり、小規模の利用が想定されていると分かる。 
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1

1
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1

0% 20% 40% 60% 80% 100%

運営者と連携するNPO等の事務所機能

自習や仕事ができるスペース

子どもたちが遊べる屋内スペースやキッズスペース

美術、書等の製作が可能な美術アトリエ

地域の文化芸術情報を発信する情報コーナー

様々な世代が交流できるラウンジ

書や華、陶芸等の作品が展示できるギャラリー

ホールの舞台面積と同じ広さのリハーサル室

様々な活動に活用できる和室

市民が気軽に使える会議室

カフェや飲食スペース

コンサート利用ができるホワイエやロビー

防音がしっかりしたリハーサル室や練習室

小規模な発表会にも対応可能な多目的スペース

㉝'代替施設にはホールのほかにどのような機能が必要か【MA】＜ジャンル内訳＞

音楽 生活文化 伝統芸能・民俗芸能 舞踊 文学・歴史 美術・工芸 演劇 その他 映画・映像

【団体分野×代替施設に必要な機能】 

必要機能を見ると、「多目的スペース」「防音がしっかりしたリハーサル室や練習室」など、ホールで

は補完しきれない日常的な活動基盤に関するニーズが高いことが分かる。特に音楽分野では練習・リ

ハーサル機能への要望が顕著であり、活動環境の重要性が示されている。一方で、「カフェ」や「交流ラ

ウンジ」、「会議室」なども一定数挙げられており、文化施設に対して滞在や交流を促す場としての機能

も求められている。また、「ギャラリー」や「アトリエ」などは分野ごとの特性を反映した要望であり、活

動内容に応じた機能の分化が必要であると読み取れる。 

2（0.57%）

4（1.14%）

8（2.29%）

9（2.57%）

14（4.00%）

15（4.29%）

18（5.14%）

19（5.43%）

21（6.00%）

34（9.71%）

43（12.29%）

45（12.86%）

53（15.14%）

65（18.57%）

0 20 40 60 80

運営者と連携するNPO等の事務所機能

自習や仕事ができるスペース

子どもたちが遊べる屋内スペースやキッズスペース

美術、書等の製作が可能な美術アトリエ

地域の文化芸術情報を発信する情報コーナー

様々な世代が交流できるラウンジ

書や華、陶芸等の作品が展示できるギャラリー

ホールの舞台面積と同じ広さのリハーサル室

様々な活動に活用できる和室

市民が気軽に使える会議室

カフェや飲食スペース

コンサート利用ができるホワイエやロビー

防音がしっかりしたリハーサル室や練習室

小規模な発表会にも対応可能な多目的スペース

㉝代替施設にはホールのほかにどのような機能が必要か【MA】


